
 

 

津久井総合事務所を中心とした公共施設のあり方を考える 

市民対話ワークショップの開催について 

 
 この度、老朽化による建て替えの検討時期を迎える津久井総合事務所を中心

に、これからの公共施設に期待することや施設での活動イメージを考え、将来

のビジョンを共有することで、施設の再編・再整備に向けた構想や計画につな

げていくことを目指すため、地域団体、施設利用者、公募市民等によるワーク

ショップを開催します。 
  
○ 開催日程 

回 開催日時・場所 テーマ 

第１回 

１０月 ２日（土） 

午後２時から 

津久井中央公民館 

【目標の共有と実態把握】 

今を知って、津久井地区を語ろう！ 

第２回 

１０月３０日（土） 

午後２時から 

津久井中央公民館 

【課題の深掘りと解決方策】 

施設を見て″今″を深掘りしよう！ 

第３回 

１１月２０日（土） 

午後２時から 

津久井総合事務所 

【コンセプトの検討】 

再編・再整備のコンセプトを考えよう！ 

第４回 

（最終回） 

１２月１８日（土） 

午後２時から 

津久井総合事務所 

【提案をまとめる】 

提案書にまとめよう！ 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、スケジュール・内容等は変更とな 

る場合があります。（緊急事態宣言中は原則開催しません） 

 ※傍聴は５名まで可能です。 
※取材を希望される場合は、各回の開始１５分前から受付いたします。 

 

令和３年９月２８日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

担当 経営監理課 

電話 042-769-9240 



 津久井地区の人口は、今後一貫して減少する⾒込み
で、市内の中でも人口減少が著しい地区となっている。

津久井総合事務所の建替えを契機とした
持続可能なまちづくりに向けた

地域拠点の創出

〜限られた財源の中においても地域・⺠間・⾏政の創意⼯夫による魅⼒ある施設づくりを〜

公共施設の⽼朽化
（公共施設マネジメント）

公共サービスのあり方
（⾏政・市⺠サービス）

⾏政課題等

厳しい財政状況・社会やニーズの変化への対応

災害対策
（災害の拠点）

人口
（人口減少・少子高齢化）

地域課題等

安心して暮らせるまちづくり

 施設の⽼朽化の状況を踏まえて、現時点では、令和１１年度の供⽤開始を目標とする。
 令和３年度は『市⺠対話ワークショップ』を通じて、目指すべきビジョンを共有。令和４年度以降、財政

面を踏まえつつ、計画を具体化し、事業の実施へとつなげていく。

 津久井総合事務所は、旧津久井町役場として昭和３９年に建設されて
から築５７年が経過し、⽼朽化による建替えの検討時期を迎えている。
また、周辺の公⺠館や保健センターも、築３０〜４０年を経過しており、
⽼朽化が進んでいる。

 時代の変化や社会状況の変化に伴い、各施設で提供するサービスや機
能が変化してきており、これからの「公共サービスのあり方」に合わせた施設
としていく必要がある。

【相模原市公共施設マネジメント推進プラン（Ｈ２９．３）】
【津久井地区の施設配置の方向性】＜抜粋＞
津久井総合事務所は、津久井地域における⾏政運営の拠点として、複合施設であるまちづくりセンターのほ
か、公⺠館や保健センターなどの周辺施設も含めた中で、一体的に公共施設の再編・再配置を検討します。

『公共施設の⽼朽化と公共サービスのあり方の変化』

『津久井地区の地域課題等』
〇 人口減少・少子高齢化

〇 事業全体の方向性

〇 事業全体のロードマップ

 津久井総合事務所の建替えを契機として、新たな地域拠点に求められる機能やあり方を検討する。

〇 災害への備え
 津久井地区では、国道や県道沿いの住宅地裏⼿の斜面地が土砂災害警戒区域に指定されており、

土砂災害特別警戒区域の指定箇所も多く⾒られる。（津久井総合事務所の敷地も土砂災害警戒
区域に指定。）

 甚大な被害をもたらした令和元年東⽇本台⾵の際は、津久井総合事務所が現地における災害対策
の拠点として機能。

次の世代に過度な負担を残さず、持続可能な公共サービ
スを提供するための施設のあり方を考えることが必要。

（取組目標）延床面積２０％の削減

〇 公共施設マネジメントの必要性

延床
面積

出典︓2015年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計（平成30年3月）
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 年少人口は、今後一貫して減少するなど少⼦化が進
⾏。⾼齢化率は、既に３５％を超えており、2038年
には５０％を超える⾒込み。

〇 市⺠対話ワークショップ
 地域とともに、津久井総合事務所や周辺の公共施設での活動や期待するイメージ、目指すべきビジョン

を共有し、提案書としてまとめる。

 相模原市では、昭和４０年〜５０年代の人口急
増期に、学校や公⺠館などの多くの公共施設を整備。
今後、一⻫にこれらの建替え時期を迎える。

 人口減少や超⾼齢化が⾒込まれる中、今あるすべて
の施設をこれまでと同じように維持していくことは財政
面からも困難。

〇 津久井総合事務所と周辺施設について

市⺠対話
ワークショップ

基本構想
（市⺠検討会）

基本計画 設計・建設

Ｒ３ Ｒ４〜Ｒ５ Ｒ５〜Ｒ６ Ｒ７〜Ｒ１１

目指すべき
ビジョンの共有

計画の具体化
（実現可能な計画づくり）

事業の実施

※現地建替え、従来方式を想定した場合の一般的なスケジュールであり、今後の検討状況等により変更となる可能性があります。

『本事業の取組について』

⺠間活⼒の活⽤可能性を検討

津久井総合事務所周辺公共施設再整備に向けた取組について 参考

第４回（12月）
提案をまとめる

第３回（11月）
コンセプトの検討

ワークショップ
第２回（10月）

課題の深掘りと解決方策
第１回（10月）
目標の共有と実態把握

・津久井の魅⼒や公共施設へ
の想いを描く
・公共施設マネジメントの取組
と津久井地区の現状について

・まちあるきによる対象施設
周辺の状況把握
・各施設の現状把握

・総合事務所を中心とした
新しい公共施設のあり方の
検討

・ワークショップの成果のまと
め
・今後に向けて

提
案
書

イメージのイラスト化

※今後の調整や新型コロナウイルス感染症の状況等により、内容やスケジュールは変更となる可能性があります



相模原⻄メディカルセンター急病診療所
建築年度︓S55
延床面積︓544㎡

津久井障害者地域活動支援センター
建築年度︓H5
延床面積︓230㎡

津久井地域福祉センター
建築年度︓H12
延床面積︓236㎡

中野保育園
建築年度︓S51
延床面積︓857㎡

津久井総合事務所
建築年度︓S39-H18
延床面積︓2,335㎡

津久井中央公⺠館・
津久井⽼人福祉センター

建築年度︓S56
延床面積︓2,546㎡

津久井保健センター
建築年度︓S62
延床面積︓941㎡

津久井総合事務所周辺の公共施設

体
育
館 中野中学校

中野小学校

拡大図

中野中学校
建築年度︓S45-S63
延床面積︓7,784㎡

中野小学校
建築年度︓S47-H23
延床面積︓6,813㎡

築４１年 築２８年 築３４年 築５７年 築４０年 築２１年

築４５年

築４９年

築５１年

︓相模原市⾏財政構造改⾰プランにおける本事業の検討対象候補施設

津久井総合事務所周辺公共施設再整備に向けた取組について


